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論 文 内 容 の 要 旨 

 

炭酸アパタイトは骨の無機成分であり、骨リモデリングに調和して骨と置

換する。骨置換性は組成だけでなく、材料の多孔質構造に依存する。本研究

では、球状フェノール樹脂を含有する石膏ブロックの焼成により石膏(硫酸

カルシウム)多孔質ブロックを作製した後、2 段階の溶解析出反応により、多

孔質構造を維持したまま、組成を硫酸カルシウムから炭酸アパタイトに変換

した。気孔率の異なる炭酸アパタイト多孔質ブロックをウサギの大腿骨遠位

端に埋入し組織学的に評価した。コントロールとして炭酸アパタイト緻密ブ

ロックとハイドロキシアパタイト多孔質ブロックを用いた。材料埋入後 4 週

時点で炭酸アパタイト緻密ブロックとハイドロキシアパタイト多孔質ブロ

ックに比べて、炭酸アパタイト多孔質ブロックは著明に高い骨置換性を示し

た。またハイドロキシアパタイト多孔質ブロックよりも炭酸アパタイト緻密

ブロックの方が高い骨置換性を示した。12 週時点では、炭酸アパタイト多孔

質ブロックを埋入した骨欠損は完全に再建されており、骨補填材としての高

い有用性が実証された。  


